
付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

72,069,078 34,807,500 33,000,000 62,500,000 202,376,578

64,400,000 29,000,000 28,000,000 43,000,000 164,400,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策
今 後 の 対 応

事業評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事業費 及び交付金額

24年度まで

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　交通施設：市道小３０２６６号線外１道路改良工事

　小美玉市

　小美玉市与沢地内

　本路線は、幹線である市道小１１２号線との接続道路であり、周辺住民
が病院や学校等のある小川市街地へ向かうための生活道路として利用
されているとともに、橘小学校への通学路にも指定されている道路であ
る。さらに災害時には沿道にある地区公民館や指定避難所である当小
学校への避難経路となる非常に重要な道路である。
　しかし、現道は全線にわたり狭隘なため、車両同士の離合が困難な状
況であり、さらに道路側溝が未整備であることから、大雨時には雨水が民
地に入り、水たまりができてしまうことで住民の生活環境に支障をきたして
いる。
　よって、これらを改善するため、現道の道路拡幅及び道路側溝の整備
を行い、交通の安全性の確保及び地域住民の生活環境の向上を図る。

　無

計

　工事が全線完了していないことから具体的な成果及び評価はできない
が、２５年度の工事については適正に完了したことで円滑に部分供用さ
れている。

　平成22年度から平成２８年度

27年度以降
予定

26年度
予定

事業費

　工事延長　280m/1,107ｍ　　幅員　4.0ｍ

　－

25年度

交付金額



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円

75,526,757 29,253,000 1,700,000 106,479,757

70,300,000 26,000,000 1,000,000 97,300,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策
今 後 の 対 応

事業評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　交通施設：市道小３０６１４号線外１歩道整備工事

　小美玉市

　小美玉市下吉影地内

　本路線は、下吉影小学校への通学路に指定されている道路であり、災
害時には、指定避難所である当小学校への避難経路となる非常に重要な
道路である。
　しかし、現道については歩道が未整備であり、通学時等における危険性
が非常に高いことから、歩道の整備を行い、交通の安全性の確保及び地
域住民の生活環境の向上を図る。

　工事延長　525m/1,474ｍ　　幅員　2.5ｍ

25年度

　工事が全線完了していないことから具体的な成果及び評価はできない
が、２５年度の工事については適正に完了したことで円滑に部分供用され
ている。

　無

交付金額

　－

事業費

　平成２０年度から平成２６年度

事業 費及び交付金額

24年度まで
26年度
予定

計



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

71,448,189 32,098,500 34,000,000 35,400,000 172,946,689

67,500,000 28,000,000 29,000,000 25,500,000 150,000,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策
今 後 の 対 応

事業評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

　平成２０年度から平成２７年度

事業 費及び交付金額

24年度まで
27年度以降

予定
26年度
予定

計25年度

　工事が全線完了していないことから具体的な成果及び評価はできない
が、２５年度の工事については適正に完了したことで円滑に部分供用され
ている。

　無

交付金額

　－

事業費

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　交通施設：市道小２１１０２号線歩道整備工事

　小美玉市

　小美玉市飯前地内

　本路線は、県道大和田羽生線と県道紅葉石岡線を結ぶ連絡用道路で
あり、周辺住民が病院や学校等のある小川市街地へ向かうための生活道
路として利用されているとともに、近隣の小中学校への通学路となってい
る。
　また，災害時には避難所となる上吉影小学校への避難経路となる非常
に重要な道路である。
　しかし、現道については歩道が未整備であり、通学時等における危険性
が非常に高いことから、歩道の整備を行い、交通の安全性の確保及び地
域住民の生活環境の向上を図る。

　工事延長　452m/2,460ｍ　　幅員　2.5ｍ



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

184,268,268 27,531,000 29,000,000 240,799,268

166,561,000 25,000,000 25,000,000 216,561,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策
今 後 の 対 応

事業評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　交通施設：市道小１０８２２号線外４道路改良工事

　小美玉市

　小美玉市中延地内

　本路線は、主要地方道である県道玉里水戸線との接続道路であり、周
辺住民が病院や学校等のある小川市街地へ向かうための生活道路として
利用されているとともに、災害時には、小美玉市医療センターや消防本部
と地域集落を結ぶ非常に重要な道路である。
　しかし、現道は全線にわたり狭隘なため、車両同士の離合が困難な状況
であり、さらに道路側溝が未整備であることから、大雨時には雨水が民地
に入り、水たまりができてしまうことで住民の生活環境に支障をきたしてい
る。
　よって、これらを改善するため、現道の道路拡幅及び道路側溝の整備を
行い、交通の安全性の確保及び地域住民の生活環境の向上を図る。

　工事延長　250m/1,140.3ｍ　　幅員　4.0ｍ

25年度

　工事が全線完了していないことから具体的な成果及び評価はできない
が、２５年度の工事については適正に完了したことで円滑に部分供用され
ている。

　無

交付金額

　－

事業費

　平成１６年度から平成２６年度

事業 費及び交付金額

24年度まで
27年度以降

予定
26年度
予定

計



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

22,417,500 7,543,474 29,000,000 80,000,000 138,960,974

17,300,000 6,900,000 22,500,000 72,000,000 118,700,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策
今 後 の 対 応

事業評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

26年度
予定

事業費

　補償調査
　用地取得、補償

　－

25年度

交付金額

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　交通施設：市道小１０３７１号線外１補償調査、用地取得及び補償

　小美玉市

　小美玉市野田地内

　本路線は、幹線である市道小１０３号線との接続道路であり、周辺住民
が病院や学校等のある小川市街地へ向かうための生活道路として利用
されているとともに、災害時には指定避難所である小川北中学校や野田
小学校への避難経路となる非常に重要な道路である。
　しかし、現道は全線にわたり狭隘なため、車両同士の離合が困難な状
況であり、さらに道路側溝が未整備であることから、大雨時には雨水が民
地に入り、水たまりができてしまうことで住民の生活環境に支障をきたして
いる。
　よって、これらを改善するため、現道の道路拡幅及び道路側溝の整備
を行い、交通の安全性の確保及び地域住民の生活環境の向上を図る。

　無

計

　工事が全線完了していないことから具体的な成果及び評価はできない
が、２５年度の補償調査については適正に完了したことで、今後の物件
補償を円滑に進めることに寄与し、また、用地取得についても、道路用
地を確保できたことで、全線供用開始に向け、今後の工事を円滑に進め
ることに寄与した。

　平成２２年度から平成２８年度

27年度以降
予定

事業費 及び交付金額

24年度まで



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

円 円 円 円 円

2,835,000 2,971,500 7,430,400 68,200,000 81,436,900

2,600,000 2,700,000 6,500,000 59,800,000 71,600,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策
今 後 の 対 応

事業評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　交通施設：市道小３０２１０号線道路詳細設計

　小美玉市

　小美玉市貝谷地内

　本路線は、幹線である市道小30225号線との接続道路であり、周辺住民
が病院や学校等のある小川市街地へ向かうための生活道路として利用さ
れているとともに、災害時には、下吉影小学校への避難経路となる非常に
重要な道路である。
　しかし、現道は全線にわたり狭隘なため、車両同士の離合が困難な状況
であり、さらに道路側溝が未整備であることから、大雨時には雨水が民地
に入り、水たまりができてしまうことで住民の生活環境に支障をきたしてい
る。
　よって、これらを改善するため、現道の道路拡幅及び道路側溝の整備を
行い、交通の安全性の確保及び地域住民の生活環境の向上を図る。

　道路詳細設計

25年度

　工事が全線完了していないことから具体的な成果及び評価はできない
が、２５年度の実施設計については適正に完了したことで、今後の用地買
収と物件補償を進めることに寄与した。

　無

交付金額

　－

事業費

　平成２４年度から平成２９年度

事業 費及び交付金額

24年度
27年度以降

予定
26年度
予定

計



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

円 円 円 円 円

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評
価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

　高度救助用資機材等の購入

事　  業 　 評 　 価　  書

　消防に関する施設：高度救助用資機材等購入

　小美玉市

　小美玉市部室１１９９番地４１

　本市では、東日本大震災以降、地域防災に力を注いでいるところであるが、今後
予想される首都直下型地震に対する懸念や、近年の異常気象による大雨や竜巻等に
よる被害時において、土砂や瓦礫の中から要救助者の早期発見を図るために、高度
救助用資機材等（画像探索機、電磁波探査装置など）を整備し、不測の事態に備え
ることで、地域住民の安全・安心感に寄与する。

　平成２５年度

事業費及び交付金額

25年度 　年度 　年度 　年度 計

43,260,000

40,210,000

　当該資機材を整備したことが、今後発生が予想される首都直下型地震等における
要救助者の早期発見に繋がることで、地域住民の安全・安心感に寄与することがで
きると思われる。今後の防災訓練時において、地域住民に対して積極的にＰＲして
いきたい。

　無

　無

43,260,000

40,210,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終
期

円 円 円 円 円

事業費

交付金額

補助事業の成果及び評
価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

付紙様式

事業費及び交付金額

25年度 　年度 　年度 計

事　  業 　 評 　 価　  書

　教育文化施設：小川文化センターボイラー改修工事

　小美玉市

　小美玉市小川225

　小川文化センターは、地域住民へ様々な芸術文化に触れる機会の提供と、文化の活
動拠点として昭和57年に竣工して以来、31年経過しており、この間、ボイラー機器に
ついて、定期的な保守点検を実施しているものの、故障が多発し、年々修理の頻度が
増している状況にあることから、利用者が快適に利用できるよう当機器を更新し、社
会教育の向上を図る。

　ボイラー改修工事

　年度

　ボイラー改修工事が完了したことにより、利用者に快適で利用しやすい環境を整
え、社会教育の向上に寄与することができた。

　無

　無

　平成２５年度

12,600,000 12,600,000

10,000,000 10,000,000


